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相模原市長表敬訪問 

第１７１号 

令和５年９月１日現在 

会員数 2,909 名 
 

公益社団法人 

相模原市シルバ－人材センタ－ 

相模原市中央区富士見４-３-１ 

 

令和５年 10 月１日発行 

（２０２３年） 

 

８月８日（火）に清水理事長、植松副理事長、松

上常務理事、佐藤事務局長が相模原市役所を訪問

し、本村賢太郎市長に面会しました。清水理事長と

植松副理事長の挨拶に続き、本村市長から挨拶があ

りました。 

少子高齢化が進展している中で、誰もがいくつに

なっても活躍できる社会の実現と、地域社会に貢献

する相模原市シルバー人材センターの安定的な事

業運営が可能となるよう、センターに対する市から

の事業発注と補助金の確保をお願いし、全国シル

バー人材センター事業協会の定時総会において決

議された『地域社会に貢献するシルバー人材セン

ターの決意と支援の要望』の決議文をお渡しいた

しました。 

松
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女性セミナ－各ブロックで開催 
～すき間時間を使って～ 

理事会だより 

９月５日（火）、第３回理事会がリモート形式で

開催されました。 

第１号議案の令和６年度予算編成方針では、イン

ボイス制度に関わるセンターの新たな税負担にあ

たり、事務費率を１２％へ改定することなどが審議

されました。第２号議案では安全管理対策員要綱の

一部改正について審議されました。両議案とも慎重

な審議の末、承認されました。 

 協議事項として、配分金明細書の扱いについて

と、事業・会員拡大推進活動についての二つが協議

されました。就業会員の皆さんに毎月お送りして

いる配分金明細書には、年間で約３００万円の経

費を要していることから、郵送の廃止について協

議されましたが、センター会員への周知方法や代替

案に関してなど、今後も検討を続けることとされま

した。 

会員拡大や就業先の拡大に尽力している事業・

会員拡大推進員活動は継続して実施することにな

りましたが、活動実態に伴った予算にすると共に、

広告宣伝等も活用する方針が示されました。 

 報告事項では、下記の報告が行われました。 

・「シルバーまつり」の開催について 

・「会員演芸会」の開催について 

・スマートフォン教室（会員向け）について 

・デジタル活用支援推進事業について 

・しめ飾り販売について 

・地区別未就業会員の状況について 

・令和５年度事故発生状況について 

・事業受託状況について 

・津久井連絡所移転の進捗について 

 しめ縄飾りは長らく単価改定がありませんでし

たが、配分金及び、材料費の見直しを行い、販売単

価を上げる運びとなりました。 

 

「シニア女性の社会参加」のセミナーが開催さ

れました。 

このセミナーは一般市民の女性を対象に講師の

お話を聞き、女性理事によるシルバー人材センタ

ーについての説明と経験談の話から入会促進を図

る目的で行われました。講師は介護予防運動指導

員の宍戸佳子氏でした。 

【内容】 

第１部は「シニア女性の社会参加セミナー～す

き間時間を使って～」というテーマでいきがい、定

年後の社会参加、仕事と健康の結びつき、シニア世

代の労働需要についての話がされました。 

 第２部は「シルバー人材センターのご案内」で入

会促進用のＤＶＤの上映と女性理事によるシルバ

ー人材センターの説明と体験談でした。      

【会場・日時・参加人員・場所】 

・南ブロック会場  ８月１７日（木）８名 

ユニコムプラザさがみはら セミナールーム２ 

・緑ブロック会場  ８月２２日（火）１１名 

ソレイユさがみ セミナールーム２  

・中央ブロック会場 ８月３０日（水）９名 

大野北公民館 大会議室       （小林） 
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Smile to Smile サービス利用のお願い 

①  「 ログイン

ID」と「仮パス

ワード」 

  の記載された 

「通知書」 

② スマホ 

１ 会員向け 初回登録の動画 ３ 初期設定画面にログインします。 

③ メール 

アドレス 

２ 準備するもの 

ＱＲコードからスマホで動画視聴

し事前に手順を確認します。 

① ＱＲコードから 

４ 初回登録の手順  

① 赤いマークのログインボタンをタップします。 

② 次はご自身の生年月日を入力する。次へ 

③ メ－ルアドレスと新しいパスワ－ドを入力する。 

④ 入力内容を確認したら「次に進む」ボタンをタップ 

⑤ 画面が切り替わりメールを送信しましたという画面 

⑥ 一度、ホーム画面に戻り、メールアドレスのメール

で受信したＵＲＬをタップします。   

⑦ 画面が切り替わったら、先ほどメモした新しいパス

ワ－ドを入力します。 

⑧ 入力したら「登録する」ボタンをタップします。 

※登録、利用は無料です。（回線費用は個人負担です） 

② ログイン画面に切り替わったら、紙下段に記載 

されログインＩＤと仮パスワ－ドを入力しログイン 

１０月１日よりインボイス制度（適格請求書保存方式）が実施されています 

 センターから会員の皆さまにお支払いしている

配分金には、発注者から預かった消費税額が含ま

れています。 

会員の皆さまは消費税の免税事業者ですので、

インボイス制度が始まってもセンターから皆さま

に支払われる配分金には変更はありません。しか

しながら、センター側は配分金に含まれる消費税

を控除できないため、配分金に係る消費税相当額

を新たに負担することとなります。 

インボイス制度の経過措置期間と控除割合は、

最初の３年間は８０%が控除可能ですが、次の３

年間は５０％が控除可能となり、令和１１年１０

月１日以降は控除不可となります。 

当センターはインボイス制度への対応策として、

令和５年度については事務費の改定は行いません

でした。その代わりに、自主財源により新たな負担

に対応いたします。令和６年度以降の方針に関し

て、本紙の理事会だよりのとおり、事務費を１２％

に改定し対応する予定です。以降の対応について

は、会報誌「いきがい」などでお知らせいたします。 

また、適格請求書発行事業者登録番号を取得され

ている会員の方は、事務所までご連絡いただきます

ようお願い申し上げます。 

運営費の消費税 

３年間 
８０％控除可能 

３年間 
５０％控除可能 

配分金の消費税 令和１１年 

配分金 

（消費税含む） 

料金の支払い 

（消費税含む） 

令和５年度の配分金消費税 
はセンタ－が負担します。 

通知書の無い方は各事

務所にお問合せ下さい。 
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「新磯ふれあいセンター」のカラオケ機器の操作業務に就業 
   【南ブロック】 

 

藤野連絡所では１１名の会員が草刈作業に就業

しています。その中から、神奈川中央交通西(株)の

折返し場の草刈を現在担当している、加藤さん、小

泉さん、山口さんの３名の方にお話をお聞きしま

した。 

この仕事は年２回、神奈川中央交通西(株)より

依頼されています。草刈りの時期になると、草刈リ

ーダーが都合のつく人を集めて、２人グループと

１人グループを作り就業します。 

就業場所は和田、奥牧野、大久和の３か所のバス

折り返し場で、作業範囲はバス駐車スペースの周

りで草が生えている場所です。２人グループは和

田、奥牧野を午前８時３０分から正午まで、１人グ

ループは大久和を午後１時から午後５時まで担当

します。 

どの就業場所も、石など飛ばないよう、バスと乗

客の皆さんの邪魔にならないように細心の注意を

払って作業し、作業後は刈った草を 1 か所に集め

てまとめて置いています。 

大久和では、蛭がいるので、塩水で濡らしたタオ

ルを足に巻いて作業しています。 

 就業している皆さんの趣味を伺うと、加藤さんは

園芸、野菜作りと盆栽などを楽しんでいます。 

小泉さんは温泉旅行で建物に特徴のあるところが

好きで、上山田温泉、玉川温泉と湯河原温泉などに

行っているそうです。 

山口さんは渓流釣りが好きで、ヤマメやイワナな

どを狙って道志川などに行っています。テンカラと

いう釣りの技法を使って釣りを行い、ラインや毛バ

リを作って楽しんでいます。   （山口） 

 

神奈川中央交通西(株)、バス折返し場の草刈作業に就業 
   【緑ブロック】 

 

ＪＲ相模線「相武台下駅」下車徒歩１０分に位置

する「新磯ふれあいセンター」は、主に高齢者を対

象に、レクリエーション活動等の場を提供し、健康

づくり、仲間づくり等に役立てていただく施設で

す。そちらの大広間に設置しているカラオケ機器

の操作業務で就業する５名の中から、伊藤さんに

お話を伺いました。 

 カラオケ業務は午前の部：午前９時から午前１

１時３０分、午後の部：午後１時３０分から午後５

時まで、５人の輪番による一人体制にて対応して

います。 

 「カラオケ」は、午前９時から受付を開始し、午

前９時１０分に歌う順番を決めるために抽選を行

います。１番から順に受付用紙に氏名、選曲名、コ

ード番号等を記入して頂き、記入された順にカラオ

ケリモコン機器にコード番号を入力し、予約登録し

ます。午前９時３０分から１番の方に消毒済みのマ

イクをお渡し、歌って頂きます。歌い終わって、再

度歌いたい方は受付用紙の最後に氏名、選曲名、コ

ード番号を記入し、歌う順番が来るまで待機して貰

います。また、初めて来られた方には、利用方法、

システム等を説明し、受付用紙に記載されている方

の最後に追加記入して頂きます。 

１曲５分と計算し、午前の部：３０曲、午後の部：

３０曲可能です。モニター機器への入力ミスはない

か、今歌っている方はどなたか、受付用紙に記入して

いない人はいないか、常にチェックをしながら就業

しています。「利用される方が、楽しく歌っていただ

けるように心掛けています。歌い終えて『楽しかった

よ』と言っていただいた時は心が和みます。」と仰っ

ていました。 

ご協力、ありがとうございました。 （松本） 

 

左から小泉さん、加藤さん、山口さん 
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難しいため、実際に石を持って実践しながら覚えて

いく方法が良いとのことです。一人で教えるのは難

しいので、ホームの職員の方の支援を受けながら就

業しています。 

 ４人の方の余暇の過ごし方について伺ったとこ

ろ、児玉さんは週３回の太極拳。横田さんは放課後

の小学生を相手にしたボランティアとフルートの演

奏。丹羽さんは旅行と週１回の健康マージャンを楽

しむこと。有原さんは週１回中学生にリモートで数

学を教えることだそうです。 

 暑い中、取材にご協力いただきありがとうござい

ました。              （小林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就業会員の事故発生状況】 

８月末時点の今年度発生累積件数は１７件となり、昨年度同月と同等の発生状況になっております。 

事故内容を見ると、傷害は企業での荷受けや物品の移動等における手、指の切傷など、賠償では襖、 

網戸の引取り時の車両物損事故、また刈払機使用時の駐車車両の窓ガラス破損などが発生しております

が、これらは過去何度も発生している事故です。 

今後このペースで行くと、今年度末には昨年度

の総件数２８件（年度後半の発生が少なかった）

を上回り、かなり増加することも考えられます。 

作業前に現場の状況をしっかり確認し、全員で

危険予知を行い事故の元となる危険を洗い出し、

事故の未然防止に努めてください。今後も事故防

止に向けてご協力宜しくお願いします。 

【シルバー事業令和６年度「安全就業標語」募集について】 

今年もまた、安全就業標語の募集の時期となりました。 

公益社団法人神奈川県シルバー人材センター連合会より、シルバー事業における安全就業の推進につ

ながる標語の募集を行います。応募に当たっての詳細は添付の応募用紙をご覧ください。令和３年度に

は中央事務所会員が佳作を受賞致しました。今年度も会員皆さまの積極的な参加をお待ちしております。 

応募用紙は各事務所・連絡所に１０月３１日(火)必着で提出お願いします。 

 

「上溝ジョイフルホームそよ風」でレクリエーシ

ョン講演指導業務に就業されている児玉さん、丹羽

さん、横田さん、有原さんの４名の方にお仕事につ

いてお話を伺いしました。 

 児玉さんは太極拳を第４日曜日の午前１０時１

５分から午前１１時まで担当しています。３０人位

が参加され、八段錦という体の要素を鍛える試技を

教えています。体の不自由な方には座ってやる試技

をまねながら体を動かしています。終わった後のコ

ーヒータイムが楽しいそうです。 

横田さんは書道を第４日曜日に担当しています。

１５から１６人位が参加され、苦手な方には一緒に

手を取りながら、達者な方にはお手本を書いて渡し

ています。毎回、どういう題材でどう教えるかを考

えながら就業しています。 

丹羽さんは健康マージャンを第４土曜日の午後

１時３０分から午後２時３０分まで担当していま

す。３名の方が参加していますが、麻雀台が１卓し

かないため、教えるよりも助言の方が多いそうで

す。難しいのは丹羽さんが助けに回ると手の内が分

かってしまい勝負になりにくいそうです。それぞれ

が楽しんでくれることがやりがいになっています。 

 有原さんは囲碁を第３日曜日の午後１時３０分

から午後２時３０分まで担当しており、５名の方が

参加されています。囲碁を知らない人にはルールが

「上溝ジョイフルホームそよ風」のレクリエ－ション講演指導業務に就業 
   【中央ブロック】 

安全管理委員会からのお知らせ 

左から丹羽さん、有原さん、児玉さん、横田さん 
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にお答えしますので、安心してご参加ください。 

スマホ教室のご案内は、会報「いきがい」の７月

号に中綴じしておりますが、１０月のご参加も受け

付けておりますので、ご興味をお持ちの方は中央事

務所まで、ぜひお気軽にお問い合わせください。 

・お問合せは、 

０４２－７５４－１１７７（中央事務所）です。 

・参加費は無料です。 

会員スマホ教室は、あなたのスマホライフをより

豊かにするお手伝いをいたします。 

会員スマホ教室を開催（ＩＣＴ事業） 

南ブロック日帰り旅行記 

７月１９日（水）、日差しの眩しい好天の中、南

ブロック会員日帰り旅行を開催しました。参加会

員４１名の心がけで、天候に恵まれ、楽しい昼食・

お詣り・散策ができた旅行でした。 

最初の訪問地は東名高速道路ＥＸＰＡＳＡ足柄

下りサービスエリアで、ＳＮＳで話題の富士山の

くっきりとした山容を間近に眺めることができま

した。バスは一路東名高速道路を西へ。車内では

「お話しタイム」や「酒盛り」、そして「カラオケ

大会」で盛り上がりながら、楽しいひとときを過ご

し、次の訪問地に向いました。 

着いた所は静岡県を代表するリゾート地の御殿

場高原時之栖（ごてんばこうげんときのすみか）。

多彩な施設を備えており、「７種類の高原ビール」

と「５０種類の料理ビュッフェ」を堪能し、すっか

りご満悦の一行は、お店とバスを背景にして集合

写真をパチリ・パチリと撮影し、次の訪問地へ。  

静岡県から山梨県の北口本宮冨士浅間神社に到

着しました。そこでは、富士夫婦桧や富士太郎杉な

どの美しい佇まいと雄大な姿に圧倒されました。 

その後、バスは富士山と河口湖を左手にして次

の訪問地「大石公園」へ向かいました。大石公園で

は富士山・河口湖・ラベンダーの紫と香りが私たち

を迎えてくれました。美しい景色に魅了されなが

ら、甘い香りの桃のお店もチラ見し帰途につきまし

た。 

帰途は、中央自動車道と圏央自動車道を進みなが

ら、車内ではビンゴ大会や往路と同じく元気なカラ

オケ大会など、バスを降りるまでみんなで熱唱し、

次の旅へのリクエストが多く寄せられる楽しい旅

行となりました。 

最後になりますが、今回の旅行を支援してくださ

ったシルバー人材センターの皆様に心よりお礼申

し上げます。 

日帰り旅行幹事一同 

シルバー人材センターでは、会員の皆様向けの

スマホ教室を９月５日（火）から、南事務所を皮切

りに開催しております。 

会員スマホ教室は、スマホをもっと楽しく、便利

にお使いいただくためのみんなの教室で、デジタ

ルデバイド（格差）を解消するためのセンターの新

規事業として実施しております。 

スマホを初めてお使いになる方から、さらにス

キルを向上させたい方まで、どなたでもご参加い

ただけます。 

講座内容は、スマホの基本操作、写真の撮影テク

ニック、アプリのインストール方法、メールの送受

信、ＬＩＮＥの活用法、そして配分金のネット閲覧

（Ｓｍｉｌｅ ｔｏ Ｓｍｉｌｅ）など、分かりや

すく指導します。 

講師陣は、過去にセンターで開催されたパソコ

ン教室やスマホ教室で経験豊富な講師やアシスタ

ントが担当します。ご質問があれば、何度でも丁寧
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第７回、会員演芸会を開催します！  

シルバ－まつりを今年も開催します！  

今年も会員演芸会が開催されます。 

今年の演目も、会員の歌や踊り、演奏などを中心に

予定しています。 

昨年は相模原市内の各地区から沢山の方が参加さ

れました。ホールを借り切っての開催ですので、日頃

の練習の成果を発揮する機会です！ 

出演希望の方は本誌同封のチラシに申込書がご

ざいますので、ご記入の上、各事務所まで提出をお

願いします。なお、お申込み多数の場合は抽選とさ

せていただきます。 

どなたでもご観覧頂けますので、ご家族ご友人を

お誘いの上、ぜひお越しください。 

昨年、沢山の来場者が訪れ、好評のうちに幕を閉

じたシルバーまつりが今年も開催されます。 

独自事業の実演と販売、お子様も楽しめるゲー

ムや、飲食ブースやフリーマーケットなどもあり、

年齢問わず楽しめるイベントとなっています。 

会員の方はもちろん、会員以外の方の参加、来場

可能なイベントですので、ご本人だけでなく、ご友

人やご家族の方をお誘い合わせのうえ、ぜひご来場

下さい！ 

詳細なご案内は、同封のチラシをご確認下さい。

皆様のお越しをお待ちしています！ 

※写真は昨年の実施した時の様子です。 

日時 令和５年１０月１５日（日） 午前１０時～午後２時 

会場 淵野辺公園芝生広場（中央区弥栄３－１） 

   

日時 令和５年１１月２９日（水） 

会場 相模原市立あじさい会館 
（中央区富士見６－１－２０） 
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センタ－のホームページに、最新お仕事情報!!

を掲載しております。 

スマホで表紙のＱＲコードを読み取りログイ

ンすればご覧になれます。 

ご希望の仕事がございましたら、各事務所連絡

先にお気軽にご連絡ください。お待ちしてお
ります！ 

 

今年度もお正月用“しめ飾り”の販売を実施する

予定です。皆様の申し込みをお待ち申し上げます。 

＊申込期限：11 月 30 日（木） 

＊商品受渡：12 月 26 日（火）～27 日（水）の

午前９時から午後３時 

＊代金は商品と引き換えです。釣銭の無いよう 

ご協力お願いします。 

＊お申し込みやその他詳細について、センター各事

務所・連絡所へお願いいたします。 

め
ぐ
り
会
い
の
広
場
へ
の
、
多
く
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、
思
う

こ
と
な
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。 

ご
応
募
の
お
問
合
わ
せ
等
は
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。 

今
回
は
、
会
報
「
い
き
が
い
」
の
編

集
委
員
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 編

集
委
員
は
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
２
名
（
小
林
・
山
川
）、
南
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
は
１
名
（
松
本
）、
そ
し
て
緑
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
も
１
名
（
山
口
）
の
計
４
名

が
参
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
事
務
局
職

員
１
名
が
加
わ
り
、
計
５
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
各
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、

異
な
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
企
画
や

執
筆
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
委
員
は
、
自
身
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
就
業
場
所
を
訪
問
し
、
働
く

仲
間
た
ち
に
焦
点
を
当
て
た
記
事
や
開

催
行
事
な
ど
を
取
材
し
、
記
事
を
執
筆

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
の
１
名
は
、
全
般
的
な
レ
イ
ア
ウ

ト
や
最
新
情
報
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
編
集

後
記
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
事
務
局
職
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
状
況
や
行
事
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。 

会
報
「
い
き
が
い
」
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
会
員
の
皆
様
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
情
報
を
共
有
す
る
架
け
橋
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
や
取
材
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
編
集
委
員
一
同
、
皆

様
と
共
に
会
報
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員 

山
川 

  

 

「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

 

何
度
も
聞
け
ば 

欲
し
く
な
る
」 

 

「
胃
袋
が 

 

お
ど
ろ
い
て
い
る 

食
べ
放
題
」 

 
 

 
 

 
  

田
名  

畠
山
さ
ん 

  

「
会
え
ば
も
う 

十
五
に
戻
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
ラ
ス
会
」 

 

「
ち
と
不
便 

だ
っ
た
が
昭
和
が 

な
つ
か
し
い
」 

「
待
っ
て
い
る
と
、
長
い
ん
だ
な 

赤
信
号
」 

二
本
松  

見
城
さ
ん 


